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 ◆　令和４年３月定例会で審議された議案等　◆

【予算案12件】
○令和 4年度飯山市一般会計・各特別会計予算
　10件・水道事業会予算
【補正予算案13件】
○令和 3年度飯山市一般会計 3件・各特別会計
　9件・水道事業会計補正予算
【条例案18件】
○飯山市議会議員及び飯山市長の選挙における選
　挙運動用自動車の使用の公営に関する条例
○飯山市議会議員及び飯山市長の選挙における選
　挙運動用ビラの作成の公費負担に関する条例
○飯山市選挙公報の発行に関する条例の一部を改
　正する条例
○飯山市基本構想審議会条例の一部を改正する条例
○飯山市個人情報保護条例の一部を改正する条例
○職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
　る条例
○飯山市特別職報酬等審議会条例の一部を改正す
　る条例
○飯山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
　関する条例の一部を改正する条例
○特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の
　一部を改正する条例
○特別職の職員の退職手当に関する条例の一部を
　改正する条例
○一般職の職員の給与に関する条例及び飯山市会
　計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
　例の一部を改正する条例

○飯山市税条例の一部を改正する条例
○差別のない明るい飯山市を築く条例の一部を改
　正する条例
○飯山市都市公園条例の一部を改正する条例
○飯山城址公園交流展示館条例
○飯山市寺町公園ふれあい館条例
○下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適
　用することに伴う関係条例の整備に関する条例
　の一部を改正する条例
○飯山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改
　正する条例
【事件案８件】
○指定管理者の指定について 5件
○市道路線の認定について
○専決処分事項の承認を求めることについて 2件
【人事案1件】
○固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同
　意を求めることについて
【請願２件】
○ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し民
　主的な政治体制の早期回復を求める請願
○「水田活用の直接支払交付金」の見直しの中止
　を求める請願
【意見書１件】
○水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書
【決議１件】
○ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に強く抗
　議する決議

　

３
月
定
例
会
は
、
２
月
24
日

か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
28
日
間
の

日
程
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予

算
案
お
よ
び
令
和
３
年
度
補
正

予
算
案
や
条
例
案
、
事
件
案
、

人
事
案
な
ど
あ
わ
せ
て
52
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
概
要

　

３
月
９
日
、
議
会
運
営
委
員

会
提
出
の
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
強
く

抗
議
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
松

本
議
員
・
飯
田
議
員
か
ら
「
令
和

４
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
予
算
修

正
案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
各
常
任
委
員
長
よ
り
審
査

結
果
報
告
が
行
わ
れ
た
後
の
採

決
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
長
提
案

の
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

承
認
・可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願

の
審
査
結
果
報
告
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
お
け
る
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
を
非
難
し
民
主
的
な
政
治

体
制
の
早
期
回
復
を
求
め
る
請

願
、「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
の
見
直
し
の
中
止
を

求
め
る
請
願
は
い
ず
れ
も
不
採

択
で
あ
り
、
本
会
議
で
の
採
決

結
果
は
委
員
長
報
告
の
と
お
り

不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
見
直
し
に
関
す
る

意
見
書
」
は
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　さる２月２４日、ロシアのプーチン政権によるウクラ
イナへの軍事侵攻は、武力行使を原則禁止する国連憲
章に対する重大な違反であり、断じて容認することはで
きない。
　プーチン大統領は、核保有国であることに言及し核
兵器の使用を示唆し、核兵器使用を想定した軍事演習
を行い、２月２８日には核兵器運用部隊が戦闘警戒態勢
に入ったとされるなど、ウクライナ及び周辺諸国を威嚇
していることは、世界秩序を危うくするもので断じて許
すことのできない行為である。
　さらに３月４日未明、稼働中の原発施設をミサイル攻
撃によって制圧するなど、極めて危険な戦闘をエスカ
レートさせていることは、被爆国の国民として看過でき
ない。

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆 緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

石
田
克
男

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治議案等名 会議の種類

1
令和 4年度飯山市一般会計予算

委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 欠 ○ 長 ○ ○ ○ 可　決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

令和 4年度飯山市一般会計予算修正案 本会議 ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 否　決

29 飯山市個人情報保護条例の一部を改正する条例
委員会 長 ○ ― ― ― ― ○ ― ● ○ ○ ― ○ ― 可　決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

32 飯山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
委員会 長 ○ ― ― ― ― ● ― ○ ○ ○ ― ● ― 可　決
本会議 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 可　決

33 特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例
委員会 長 ○ ― ― ― ― ● ― ○ ○ ○ ― ○ ― 可　決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

34 特別職の職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
委員会 長 ○ ― ― ― ― ● ― ○ ○ ○ ― ○ ― 可　決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

35
一般職の職員の給与に関する条例及び飯山市
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

委員会 長 ○ ― ― ― ― ○ ― ● ○ ○ ― ○ ― 可　決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

37 差別のない明るい飯山市を築く条例の一部を改正する条例
委員会 長 ○ ― ― ― ― ○ ― ● ○ ○ ― ○ ― 可　決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

請願
1
ミャンマーにおける軍事クーデターを非難し
民主的な政治体制の早期回復を求める請願

委員会 長 ● ― ― ― ― ● ― ○ ○ ○ ― ● ― 不採択※　可否同数により委員長採決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ 不採択

請願
２
「水田活用の直接支払交付金」の見直しの中
止を求める請願

委員会 ― ― 長 ● ● ○ ― ○ ― ― ― ● ― ● 不採択

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 不採択※　委員長報告(不採択）についての賛否

会派名
・
議員名

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に強く抗議する決議

飯山市議会

3月9日

全会一致
で可決！！

　大国ロシアの力による一方的な軍事侵攻は、ウクライ
ナ国民の生命及び安全に対する権利を深刻に侵害する
もので、これまで既にウクライナ民間人の尊い人命が失
われ、多くの犠牲が生じている惨状が報じられている。
　また、ウクライナに拠点を置く日本企業を始め、現地
在留邦人の生命が危ぶまれる事態となっている。
　よって、飯山市議会は、ロシアに対し、即時に無条件
でウクライナにおけるすべての軍事行動の停止とウクラ
イナからのロシア軍の即時撤退を求める。
　また、わが国政府においては、現地在留邦人の安全
確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携し、世界
平和の実現に向けた万全の対策を尽くされるよう強く要
請する。以上のとおり決議する。　
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◎
庶
務
課

　
　
【
財
産
管
理
経
費
】
庁
舎
の
電
話
を

代
表
番
号
か
ら
個
別
番
号
に
改
修
し
た

こ
と
に
よ
り
、
市
役
所
か
ら
の
電
話
が

分
か
り
や
す
く
便
利
に
な
っ
た
が
、
庁

内
で
の
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
先
方
へ
の
番
号
案
内
が
し
や
す
く

な
り
、
ま
た
先
方
も
こ
の
電
話
番
号
は

ど
こ
の
課
と
い
う
の
が
分
か
る
た
め
や

り
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
。

◎
公
民
連
携
推
進
室

　
　
【
公
民
連
携
推
進
事
業
】
旧
城
南

中
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
方
針
を
出
し
、
わ
か
り
や
す
い
跡

利
用
の
計
画
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
物
を
壊
す
に
も
使
う
に
も
経
費

が
か
か
る
。
今
あ
る
校
舎
を
使
い
事
業

を
し
た
い
と
い
う
相
談
も
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
提
案
も
含
め
よ
く
検
討
し
て
決

め
て
い
き
た
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　
　
【
第
82
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開

催
事
業
】
２
０
２
８
年
に
開
催
さ
れ
る

な
が
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
カ
ヌ
ー

競
技
が
飯
山
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

が
、
カ
ヌ
ー
選
手
の
育
成
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
い
て
令
和

４
年
春
か
ら
カ
ヌ
ー
少
年
団
結
成
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
対

象
は
小
学
生
以
上
と
考
え
て
い
る
。

い
る
か
。

　
　

社
会
的
な
部
分
で
未
熟
で
あ
る
た

め
騙
さ
れ
や
す
い
面
も
あ
る
と
思
う
の

で
課
題
で
あ
る
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
広
報
に
つ
い
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
し
て
十
分
注
意
喚
起
を
行
い
た
い
。

◎
農
林
課

　
　
【
米
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
】「
飯

山
の
お
い
し
い
お
米
」
と
し
て
新
し
い

対
応
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
ど
の
よ

う
な
内
容
な
の
か
。

　
　
「
幻
の
米
」
は
Ｊ
Ａ
の
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
。
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
賞
し
た

生
産
者
の
特
別
栽
培
米
飯
山
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
集
め
る
こ
と
で
「
飯
山
の
お
い
し

い
お
米
」
と
し
て
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
り
た
い
。

◎
商
工
観
光
課

　
　
【
都
市
交
流
推
進
事
業
】
友
好
都

市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
単
に
ク
ー
ポ

ン
な
ど
に
よ
る
割
引
だ
け
で
な
く
、
先

方
の
ニ
ー
ズ
も
確
認
し
な
が
ら
状
況
に

あ
っ
た
計
画
づ
く
り
、
事
業
展
開
を
考

え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
地
方
は
関
係
人
口
を
増
や
そ
う
と

い
う
現
状
で
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
誘
客
を
と
考
え
て
い
る
。
国
内

の
関
係
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
総
合

的
に
考
え
た
い
。

◎
広
域
観
光
推
進
室

　
　
【
自
転
車
活
用
推
進
事
業
】
自
転

車
環
境
整
備
委
託
と
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

◎
道
路
河
川
課

　
　
【
除
雪
対
策
事
業
】
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
・
育
成
に

つ
い
て
は
、
除
雪
協
議
会
と
協
議
し
て

研
究
し
た
い
。

◎
移
住
定
住
推
進
課

　
　
【
移
住
支
援
事
業
】
移
住
さ
れ
る

方
が
増
え
、住
宅
が
さ
ら
に
必
要
と
な
っ

て
く
る
と
お
も
う
が
、
今
あ
る
空
き
家

を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。　

　
　
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
は
住
宅
が

一
番
重
要
。
空
き
家
の
活
用
も
重
要
で

あ
り
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
含
め

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を
促
す
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
る
。　

◎
保
健
福
祉
課

　
　
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
】
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
昨
年
７
月
ま
で
に
２
回
目
を
接
種

さ
れ
た
方
の
３
回
目
接
種
は
お
お
む
ね

終
了
し
て
お
り
、
接
種
会
場
に
つ
い
て

は
、
４
月
か
ら
屋
内
運
動
場
と
な
る
。

◎
市
民
環
境
課　

　
　
【
消
費
者
問
題
対
策
事
業
】
４
月

か
ら
18
歳
成
人
の
法
改
正
あ
る
が
、
社

会
的
判
断
の
未
熟
な
皆
さ
ん
へ
の
注
意

喚
起
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

議
案
第
１
号　

令
和
４
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
予
算

常
任
委
員
会
議
案
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び
意

見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

（
産
業
民
生
分
科
会
審
査
）

（
総
務
文
教
分
科
会
審
査
）

問問問

問問問

問 問問

答 答 答

答 答

答 答 答

答

■
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
飯
山
市

内
に
お
い
て
多
数
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
長

時
間
の
審
査
と
な
る
た
め
、
今
定
例
会

の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
、
密
を
回

避
す
る
こ
と
か
ら
議
場
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

議場で開催した予算決算常任委員会審査の様子

問

　
　
審
議
会
構
成
委
員
は
35
人
以
内
と

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
女
性
を
何
人
入
れ

る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
意
識
的
に
や
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
　

前
回
は
23
名
の
委
員
で
あ
っ
た
。

後
期
基
本
計
画
の
策
定
時
に
は
、
高
校

生
や
女
性
に
入
っ
て
い
た
だ
い
た
経
過
も

あ
る
。
現
在
、
市
民
ア
イ
デ
ア
会
議
委

員
11
名
の
う
ち
５
名
は
女
性
で
お
願
い

し
て
お
り
、
出
来
る
限
り
女
性
の
委
員

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
市
内
の
自
転
車
活
用
に
関
し
て
の

指
針
と
な
る
「
飯
山
市
自
転
車
活
用
推

進
計
画
」を
作
成
し
た
い
。
こ
の
計
画
は
、

自
転
車
に
関
す
る
環
境
整
備
や
活
用
計

画
を
作
っ
て
い
く
も
の
で
、
自
転
車
を

観
光
や
健
康
づ
く
り
、
２
次
交
通
等
に

活
か
し
て
い
く
た
め
の
、
前
段
の
計
画

策
定
と
考
え
て
い
る
。

　　

◎
上
下
水
道
課　

　
　
【
終
末
処
理
場
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
事
業
】
汚
泥
を
市
内
で
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
と
の
こ
と
だ

が
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

　
　
汚
泥
で
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
電
に
使
用

し
て
処
理
場
等
の
電
気
に
使
う
こ
と
や
、

汚
泥
の
残
渣
に
つ
い
て
は
肥
料
等
に
し
て

地
域
内
で
の
利
用
を
今
の
と
こ
ろ
検
討

し
て
い
る
。

議
案
第
２
号

令
和
４
年
度
飯
山
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会

議
案
第
39
号　

飯
山
城
址
公
園
交
流
展
示
館
条
例

議
案
第
40
号　

飯
山
市
寺
町
公
園
ふ
れ
あ
い
館
条
例

　
　
年
間
無
料
で
貸
出
し
、
毎
日
管
理

す
る
人
を
置
く
ほ
う
が
市
の
管
理
等
の

負
担
も
軽
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
そ
う
い
っ
た
形
も
含
め
今
後
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
自
分
た
ち
で
管
理
し
、
貸
館
と
し

て
試
行
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
ご
指
摘
の
方
法
も
含
め
、
こ
れ
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　今般、国から水田活用の直接支払交付金の見直し
が示された。日本の農業を取り巻く環境は農業者の減
少、高齢化の進行、これに加え主食用水稲価格の低
迷など、大変厳しい状況下にある。
　そのような中でも、当市は豪雪地帯の水稲単作地
帯として雪解け水や湧水と言った水利を活かし、古く
から国内トップレベルの美味しいコシヒカリの産地と
して、主食用水稲を供給してきた。また、近年は水田
活用の直接支払交付金を活用した計画的な取り組み
により生産数量目安基準を達成し、適正な量の主食用
水稲生産を行うことで農地保全に寄与してきたところ
である。
　水田活用の直接支払交付金は当地域農業の経営に
必要な資金であり、水稲農業を未来につなげるため

議
案
第
28
号　

飯
山
市
基
本
構
想
審
議
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問 問

答

答

水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書

答

全会一致
で

意見書を
可決

答 問

水田を確保していくことで、適正に農地保全されるも
のと認識している。
　このような状況を踏まえ、農業者が安定的に当市に
おいて農業経営が出来るよう、強く要望する。

１　交付対象水田の要件について「今後５年間に一
　度も水張りが行われない農地の除外」について、　
　生産現場の課題を検証し、慎重な対応を行うこと。

２　今回の見直しにより、交付対象水田からの除外
　を回避するため、計画にない水稲作付けを余儀な
　くされ、農業経営に対し負担がかかることが懸念
　される。運用について生産現場の実情や課題を充
　分に調査し、丁寧な説明を行い進めること。

飯山市議会本会議の動画を配信しています

チャンネル登
録

      　　お
願いします

!

☆　受信方法
　　　〇飯山市議会ホームページ　本会議動画配信ページ
　　　〇YouTube「飯山市議会」チャンネルこちらのQRコードから


